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令
和
元
年
12
月
定
例
会
を
12
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
一
般

議
案
９
件
、
補
正
予
算
10
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
議
案
及
び
補

正
予
算
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
指

※

名
推
選
に
よ
り
委
員
４
名
、

補
充
員
４
名
を
選
任
し
ま
し
た
。
（
詳
細
は
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
15
名
の
議
員
、
予
算
総
括
質
疑
に
は
１
名
の
委
員
が
質
問
に
立
ち
、

当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
２
９
号
「
長
井
市
公

益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の

条
例
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
長
井

商
工
会
議
所
に
職
員
を
派
遣
す
る

た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
令
和
元
年
12
月
９

日
付
け
で
長
井
商
工
会
議
所
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
専
務
理
事
に
就
任

す
る
職
員
の
派
遣
に
係
る
要
望
書
」

を
受
け
て
最
終
日
に
提
案
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
場
で
は
、
こ
れ
か
ら
年
度
末

に
か
け
て
、
派
遣
す
る
職
員
が
抜

け
た
後
、
ほ
か
の
職
員
へ
の
負
担

に
つ
い
て
は
大
丈
夫
な
の
か
、
ま

た
、
専
務
理
事
職
は
実
質
タ
ス
パ

ー
ク
ホ
テ
ル
の
宿
泊
か
ら
レ
ス
ト

ラ
ン
、
調
理
場
に
い
た
る
ま
で
の

経
営
責
任
を
持
つ
管
理
職
で
あ
り
、

大
変
重
要
な
役
職
だ
が
ホ
テ
ル
経

営
の
経
験
の
な
い
職
員
で
大
丈
夫

な
の
か
。
な
ど
の
質
問
や
、
タ
ス

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
経
営
は
地
域
産

業
の
発
展
や
地
域
振
興
、
そ
し
て

地
域
住
民
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
商
工
会
議
所
が
行

っ
て
い
た
も
の
で
、
商
工
会
議
所

が
な
ぜ
経
営
責
任
者
で
あ
る
専
務

理
事
の
派
遣
を
市
に
要
請
す
る
の

か
疑
問
で
あ
り
、
専
務
理
事
と
し

て
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
違
和
感

が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
３
名
の
議

員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
派
遣
し
た
職
員

が
抜
け
た
後
の
職
務
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
万
全
の
体
制
を
図
る
と

の
考
え
や
、
専
務
理
事
就
任
の
た

め
に
派
遣
す
る
職
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
そ
の
業
務
を
含
め
商
工

会
議
所
の
会
頭
と
も
十
分
に
話
し

合
っ
た
上
で
、
能
力
や
経
験
の
あ

る
有
能
な
職
員
を
派
遣
し
た
い
と

の
答
弁
を
受
け
ま
し
た
。

★令和元年12月定例会に提出されたすべての議案等の議決結果は市議会のホームページに掲載しています。

（下記以外については全会一致で可決されています）令和元年12月定例会 議案等に対する賛否一覧表

「
長
井
市
公
益
的
法
人
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
賛

成
多
数
で
可
決

12月定例会

年
頭
に
寄
せ
て

議長　平　進介
　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙

で
新
た
な
市
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
及
び
12

月
定
例
会
で
は
、

議
長
を
除
く
15

名
全
員
が
一
般

質
問
を
し
市
政
へ
の
提
言
等
を

行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

活
発
な
議
論
を
行
う
議
会
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
市

民
の
皆
様
の
負
託
に
お
応
え
す

る
市
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。
タ
ン
ザ

ニ
ア
連
合
共
和
国
や
リ
ヒ
テ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
、
海
外
か
ら
大
勢

の
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

国
際
交
流
に
向
け
、
若
い
人
た

ち
の
交
流
活
躍
の
場
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
子
年
の
ご
と
く
繁
栄
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

※指名推選：地方議会の選挙において、投票によらず、指名者を定めてその者の指名する者を当選者とする方法のこと。

　　　　　　　　　　　　　議席番号

　　　　　　　　　　　　　議員氏名
議案等名

議決
結果

反
対

：
賛
成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

鈴

木

一

則

勝

見

英
一
朗

渡

部

正

之

鈴

木
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陽

一

金

子

豊

美

浅

野

敏

明

 

内

谷

邦

彦

 

渡

部

秀

樹

 

鈴

木

富
美
子

赤

間

𣳾

広

 

梅

津

善

之

小

関

秀

一

今

泉

春

江

蒲

生

光

男

 

平
　

進

介

認第129号
　 長井市公益的法人等への職員の派

　　　　　　遣等に関する条例の一部を改正す
　　　　　　る条例の制定について

認定 14：１ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 賛否が分かれたものについて掲載しています。 

　○は賛成、●は反対、－は退席。 議長（平進介）は採決に加わらない。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行 ながい市議会だより  〈第128号〉

商工会議所が入居するタスパークホテル
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一般会計補正予算 ～第６号～ の概要

◆地域安全推進事業　141万円

　旧長井小学校第一校舎前及び通学路の一部に防犯カメラを設置する工事費・リース料等

◆家庭児童相談事業　△207万円　

　家庭児童相談員の非常勤職員2名のうち1名が再任用職員の配置となったため減額

◆生活困窮者就労準備支援事業　118万円

　マイナンバー制度を活用できるシステム改修

◆健康管理システム改修事業　319万円

　マイナンバー制度の活用により母子手帳の情報等を電子化し、一元管理できるシステム改修

◆多面的機能支払交付金事業　△1,923万円

　事業の要望額割合の決定（65.2%）による減額及び対象農用地面積の減による取組団体からの返還金

◆中心市街地活性化推進事業　△2,650万円

　ふるさと融資制度を活用した本町タウン商業施設整備資金貸付金が不要となったため減額

◆企業立地促進事業　187万円

　市内企業の設備投資に対する補助金交付の増額が見込まれるため

◆社会資本整備総合交付金事業（都市再生整備）　1億4,806万円

　新庁舎に隣接する道路新設工事、改修工事の増額と測量設計業務委託料の減額

◆社会資本整備総合交付金事業（都市再生整備）　△845万円

　県の街路整備事業に伴い粡町成田線整備事業委託料を減額

◆空き家等適正管理事業　△250万円

　市による空き家解体工事の実施見込みがないため工事請負費を減額

◆住宅新築・増改築補助事業　370万円

　個人住宅の新築・増改築補助について、今後の申請見込みに対応するため増額

　

一般会計補正予算 ～債
※

務負担行為～ の概要

◆長井市致芳児童センター指定管理料【令和元年度～令和６年度】　3億2,058万円

◆長井市観光交流センター指定管理料【令和元年度～令和４年度】　1億500万円

◆長井市「文教の杜ながい」指定管理料【令和元年度～令和４年度】　7,475万円

◆長井市民文化会館指定管理料【令和元年度～令和６年度】　2億3,930万円

　

一般会計補正予算 ～第７号～ の概要

◆職員等人件費の補正　849万円

　人事院及び人事委員会勧告に係る増額補正

◆道路橋りょう総務費行政事務経費　137万円

　市道のグ
※

レーチングによる事故に係る車両の損害賠償

※債務負担行為：あらかじめ次年度以降の債務を約束するもの。実際に支出する年度に改めて予算に計上しなければならない。

※グレーチング：鋼材を格子状に組んだ側溝の蓋。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行〈第128号〉  ながい市議会だより

新庁舎に隣接するグンゼ通りの改修工事現場

文教の杜が管理する「長沼孝三彫塑館」
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※ＥＶ車：Electric Vehicle の略で、電気自動車のこと。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行 ながい市議会だより  〈第128号〉

関
係
機
関
と
の
連
携
と

法
令
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

の
環
境
対
策

雇
用
側
の
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
重
要

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
と

新
庁
舎
の
環
境
対
策
は

障
が
い
の
特
性
を
理
解
し

就
労
に
つ
な
げ
る
支
援
を

浅野　敏明

勝見英一朗

Ｑ
．
台
風
19
号
に
伴
う
災
害
対
策

本
部
の
運
営
や
災
害
対
応
の
課
題

と
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
内
水
被
害

対
策
と
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を

配
備
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
ポ
ン
プ
車
の
配
備
に
つ
い
て

は
、
購
入
費
用
が
高
額
で
維
持
経

費
の
負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

運
用
の
あ
り
方
を
含
め
て
効
果
を

検
証
し
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
大
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
を
予

兆
し
て
自
主
避
難
を
促
す
た
め
、

広
範
囲
の
災
害
状
況
や
内
水
の
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
防
災

組
織
と
行
政
が
連
携
し
た
取
り
組

Ｑ
．
学
校
以
外
で
の
子
ど
も
た
ち

の
生
活
か
ら
課
題
を
見
出
す
た
め
、

学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
学
校
協

働
本
部
な
ど
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
や
塾
経
営
者
を
加
え
て
は
ど

う
で
す
か
。
ま
た
、
学
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
の
研
修
や
他
の
学
童
ク
ラ

ブ
と
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
児
童
の
校
外
活
動
支
援
の
充

実
に
向
け
て
、
学
校
運
営
協
議
会

委
員
の
人
選
に
、
校
長
や
地
域
の

意
見
等
を
反
映
し
ま
す
。
学
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
は
、
研
修
に
積
極
的

に
参
加
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
自

み
と
、
避
難
所
ご
と
の
避
難
訓
練

が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
防
災
ラ
ジ
オ
、
屋
外
拡
声
装

置
を
フ
ル
に
使
っ
て
災
害
情
報
の

発
信
を
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
管

理
者
や
自
主
防
災
組
織
と
協
議
を

重
ね
、避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
．
大
型
台
風
や
集
中
豪
雨
の
要

因
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
あ
り
、

Ｃ
О
２
の
排
出
量
を
な
く
す
努
力

が
必
要
で
す
が
、
新
市
庁
舎
の
環

境
対
策
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ

О
２
排
出
抑
制
や
停
電
時
の
電
気

供
給
の
対
策
と
し
て
、
Ｅ

※

Ｖ
車
を

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
避
難
所
で
は
発
電
機
の
配
備

が
な
さ
れ
て
お
り
、
当
面
は
Ｅ
Ｖ

車
の
普
及
に
合
わ
せ
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
健
康
増
進
法
改
正
に
よ
り
、

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
が
生
じ
な
い

よ
う
原
則
敷
地
内
禁
煙
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
公
共
施
設
の
受
動

喫
煙
防
止
対
策
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
市
役
所
、
学
校
、
児
童
セ
ン

タ
ー
等
の
第
一
種
施
設
は
、
敷
地

内
禁
煙
と
し
、
受
動
喫
煙
に
配
慮

し
た
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
を
一
部

設
け
て
い
ま
す
。市
民
文
化
会
館
、

学
習
プ
ラ
ザ
等
の
第
二
種
施
設
は
、

屋
内
禁
煙
と
し
て
い
ま
す
。

治
体
の
視
察
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
施

設
通
所
者
の
就
労
に
つ
な
げ
る
た

め
、
障
が
い
の
理
解
と
障
が
い
の

特
性
に
合
っ
た
仕
事
上
の
配
慮
を
、

機
会
を
と
ら
え
て
企
業
に
働
き
か

け
て
は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、
市

職
員
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
担

当
部
署
を
超
え
て
障
が
い
者
施
設

等
を
訪
問
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
障
が
い
者
の
就
労
の
た
め
に
、

雇
用
側
の
理
解
を
進
め
る
た
め
の

働
き
か
け
や
場
つ
く
り
な
ど
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員
研
修
な

ど
に
お
い
て
、
障
が
い
者
施
設
等

の
訪
問
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
昨
年
度
の
本
市
小
中
学
校
の

い
じ
め
の
概
況
は
ど
う
で
し
た
か
。

全
国
的
に
い
じ
め
認
知
件
数
が
増

加
し
解
消
率
は
横
ば
い
で
す
が
、

こ
れ
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

ま
た
本
市
の
い
じ
め
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
数
の
多
少
は
あ
り
ま
す
が
、

各
学
校
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
い
じ
め
は
、
ど
の
学
校
で
も

起
こ
る
も
の
と
考
え
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
や
普
段
か
ら
の
観
察
に

注
力
し
、
早
期
発
見
・
早
期
解
決

に
て
い
ね
い
に
取
り
組
み
ま
す
。

就労施設通所者が製作したエコバッグ 氾濫危険水位を超えた最上川
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自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
検
討

関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
く

「
な
が
い
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
」
を
活
用
し
、
市
民
の

健
康
意
識
向
上
の
一
助
に

災
害
時
の
避
難
所
運
営
計
画

に
よ
る
避
難
所
訓
練
を

Ｑ
．
災
害
時
、
混
乱
な
く
ス
ム
ー

ズ
な
避
難
所
開
設
と
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
、
事
前
の
準
備
や
想
定

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
避
難
所
の

運
営
計
画
の
作
成
や
避
難
所
訓
練

を
行
う
こ
と
は
、
混
乱
や
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
意
義

あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
今
後

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
各
避
難
所
に
お
け
る
運
営
計

画
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
の
特

徴
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、市
、施

設
管
理
者
、
自
主
防
災
組
織
の
三

者
で
協
議
を
し
な
が
ら
作
成
し
、

ま
た
、
訓
練
に
つ
い
て
も
、
市
の

防
災
訓
練
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
避
難
所
開
設
訓
練
か
ら
踏
み
込

ん
で
運
営
も
含
め
た
訓
練
を
そ
れ

ぞ
れ
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ

る
労
働
人
口
の
確
保
や
維
持
の
た

め
、
本
市
に
お
い
て
各
種
雇
用
対

策
や
就
職
面
談
会
等
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
成
果
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
今
後
の
課
題
解
決
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

ま
た
、
障
が
い
を
持
た
れ
る
方
の

就
業
に
関
す
る
課
題
解
決
の
た
め
、

自
立
支
援
協
議
会
等
に
て
地
域
調

査
、
課
題
協
議
を
一
層
進
め
て
い

た
だ
き
、
各
関
係
団
体
・
事
業
所

と
連
携
し
、
要
望
等
に
対
応
で
き

る
態
勢
づ
く
り
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
就
職
面
談
会
の
成
果
は
、
参

加
者
の
２
割
程
度
の
内
定
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
有
効
求
人
倍
率
は

依
然
県
内
一
高
い
状
況
で
、
求
職

と
求
人
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
改
善
を
図

る
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
障

が
い
者
の
一
般
的
就
労
に
向
け
た

課
題
整
理
と
理
解
を
進
め
る
た
め

に
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

炊き出し訓練時の様子 健康マイレージカード

鈴木富美子

渡部　正之

Ｑ
．
な
が
い
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
を
、
山
形
県
の
事
業
そ
の
も
の

で
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
を
上
乗
せ
す

る
な
ど
、
長
井
市
独
自
の
施
策
に

し
て
は
ど
う
で
す
か
。
市
民
一
人

一
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
も
な
か
な
か

難
し
い
中
、
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
う

ま
く
利
用
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
、
自
宅
へ
の
引
き
こ
も
り

の
解
消
、
そ
し
て
健
康
寿
命
を
延

ば
す
施
策
の
一
助
に
な
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

Ａ
．
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
参
加

者
を
増
や
し
、
健
康
診
断
の
受
診

率
を
上
げ
る
有
効
な
施
策
と
し
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
制
度
と
の
連
携
を
検
討

し
ま
す
。

Ｑ
．
な
が
い
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
の
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
な

い
で
す
か
。
も
っ
と
多
く
の
市
民

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
配
置
し
て
あ
る
「
健

康
ポ
イ
ン
ト
記
録
票
」
を
、
市
内

全
世
帯
に
配
布
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
市
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、健
診

結
果
説
明
会
、
各
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
健
康
相
談
、健
康
教
室
等
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。
全
世
帯
へ

の
配
布
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
が
終
わ
っ
て
も

国
際
色
豊
か
な
大
会
に
す
る
の
か
、

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
来
年
度
以
降
も
、タ
ン
ザ
ニ
ア

選
手
の
招
待
を
予
定
し
て
い
ま
す

し
、中
国
の
選
手
団
か
ら
は
、来
年

も
参
加
す
る
お
話
を
受
け
て
い
る

な
ど
、
オ
リ
・
パ
ラ
終
了
後
も
、
こ

う
し
た
国
々
と
の
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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※捕獲圧：野生生物を捕獲することで、種や個体群の存続に悪影響を及ぼすこと。
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関
係
者
間
で
樋
門
操
作
の

情
報
共
有
を
図
る

地
域
ぐ
る
み
の
対
策
で

被
害
を
軽
減

最
上
川
の
樋
門
管
理
の
確
実
な

連
絡
体
制
と
避
難
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
拡
大

喫
緊
の
対
応
を

鈴木　一則

竹田　陽一

Ｑ
．
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
地
域
が
急

激
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
数

は
、
個
体
数
削
減
の
期
待
に
は
程

遠
い
実
態
で
す
。
捕
獲
者
と
し
て

地
域
住
民
の
参
加
を
促
す
こ
と
や
、

捕
獲
技
術
の
取
得
と
向
上
、
複
数

の
市
町
が
連
携
し
広
域
的
に
被
害

対
策
に
取
り
組
む
な
ど
、
喫
緊
に

捕
獲
対
策
や
防
除
対
策
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

Ａ
．
捕

※

獲
圧
を
高
め
有
害
鳥
獣
を

寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
す
る
対
策

は
重
要
で
す
。
効
率
的
に
捕
獲
で

き
る
よ
う
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
残
飯
や
農
作
物
の
放
置
が

有
害
鳥
獣
の
誘
因
に
な
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

Ｑ
．
二
人
に
一
人
が
、
が
ん
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
の

子
育
て
や
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、
乳
房
補
整
具
の
購
入
支
援

を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
が
ん
患
者
の
治
療
に
伴
う
外

見
の
悩
み
の
軽
減
を
図
り
、
就
労

や
社
会
参
画
に
資
す
る
た
め
、
医

療
用
ウ
イ
ッ
グ
購
入
費
の
ほ
か
、

ご
提
案
の
支
援
に
向
け
て
現
在
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
避
難
所
開
設
時
は
、
少
な
か

ら
ず
混
乱
が
生
じ
ま
す
。
避
難
所

ご
と
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

ま
た
、
ペ
ッ
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

を
行
い
、
よ
り
円
滑
な
避
難
所
の

運
営
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
避
難
所
の
施
設
管
理
者
、
関

係
自
主
防
災
組
織
と
の
協
議
に
よ

り
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

進
め
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
対
応
は
、

動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
配
慮
や
受

け
入
れ
場
所
の
確
保
な
ど
、
ル
ー

ル
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

台風19号による増水、内水急激に拡大するイノシシの被害地域

Ｑ
．
台
風
19
号
の
豪
雨
に
よ
る
最

上
川
の
増
水
で
は
、
市
民
の
多
く

が
危
機
感
を
持
っ
た
と
思
い
ま
す
。

逆
流
防
止
の
樋
門
を
閉
じ
る
こ
と

で
内
水
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、

閉
じ
る
際
の
情
報
提
供
、
連
絡
体

制
を
確
実
に
し
、
避
難
に
つ
な
げ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

Ａ
．
豪
雨
時
に
樋
門
を
閉
じ
る
こ

と
は
、
内
水
被
害
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
重
要
な
情
報
で
す

の
で
、
市
内
の
樋
門
を
管
理
す
る

国
・
県
と
連
絡
を
密
に
し
、
情
報

収
集
を
し
ま
す
。

Ｑ
．
本
市
で
起
き
る
洪
水
災
害
で

は
、
支
流
決
壊
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
最
上
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
支
流
河
川
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
加
え
た
整
備
を
急
ぎ
、
避
難

ル
ー
ト
の
見
直
し
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
支
流
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
等
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
整
備
を
要
望
し
て

い
き
、
支
川
の
被
害
想
定
な
ど
を

加
え
れ
ば
、
当
然
避
難
経
路
や
避

難
所
の
検
討
、
見
直
し
が
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
現
在
の
市
営
バ
ス
運
行
ル
ー

ト
は
置
賜
病
院
線
で
す
が
、
路
線

に
よ
り
活
用
の
進
ま
な
い
路
線
も

あ
り
再
検
討
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
セ
ン
の
活
用
や
近
隣

の
施
設
に
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利

用
、
遠
方
は
路
線
を
回
る
市
営
バ

ス
と
し
、
乗
継
ぎ
方
式
で
利
便
を

図
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
現
状
の
課
題
を
整
理
し
、
新

庁
舎
・
新
長
井
駅
の
完
成
に
合
わ

せ
、
そ
こ
を
核
と
す
る
バ
ス
路
線

に
す
る
よ
う
全
体
を
見
直
し
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
提
案
の
内

容
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
最
適
な

バ
ス
運
行
を
検
討
し
ま
す
。
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所
蔵
す
る
貴
重
な
美
術
品

な
ど
の
活
用
を
検
討

長
井
の
心
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
く
子
ど
も
の
育
成

寄
附
さ
れ
た
資
料
、
作
品
の

利
活
用
、
保
管
場
所
が
課
題

で
は

新
し
い
学
校
教
育
と
は

梅津　善之

金子　豊美

Ｑ
．
市
に
は
毎
年
多
く
の
寄
附
が

あ
り
ま
す
。
特
に
資
料
や
作
品
に

つ
い
て
は
、
保
管
し
て
い
る
だ
け

で
は
寄
附
さ
れ
た
方
の
心
情
を
考

え
る
と
本
意
で
は
な
く
、
展
示
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
寄
附

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
作
品
の
入

れ
替
え
や
展
示
方
法
、
保
管
場
所

が
課
題
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
本
市
が
所
蔵
す
る
美
術
品
や

民
族
資
料
、
古
文
書
な
ど
は
、
リ

ス
ト
化
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
１

７
０
０
点
以
上
あ
り
、
適
切
な
環

境
の
下
で
保
管
し
、
展
覧
で
き
る

Ｑ
．
新
学
習
指
導
要
領
の
対
応
で
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」「
英
語

教
育
の
充
実
」
と
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
授
業
時
間
数
の
増

加
と
、
教
員
の
負
担
が
増
え
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。
働
き
方
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
教
職

員
の
負
担
軽
減
と
授
業
時
間
の
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
で
、

週
あ
た
り
１
時
間
の
授
業
時
間
数

の
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
各
小
学

校
で
は
、
年
間
の
授
業
日
数
や
事

業
の
見
直
し
・
行
事
等
の
精
選
を

行
い
、
よ
り
よ
い
教
育
課
程
の
編

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
芳
文
庫
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
建

物
の
耐
震
構
造
等
の
関
係
で
、
一

般
開
放
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
国
の
重
要
文
化
的

景
観
の
中
で
も
中
心
的
な
場
所
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
．
建
物
は
建
築
基
準
法
上
、
一

般
開
放
で
き
ず
、
美
術
館
な
ど
の

特
殊
建
築
物
に
用
途
を
変
更
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
収
蔵
作
品

は
貴
重
な
作
品
で
す
の
で
、
そ
の

展
覧
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
地
区
公
民
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
て
半
年

以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
７
月
に
は

各
会
長
や
館
長
、
職
員
と
話
し
合

い
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

課
題
も
多
く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

解
決
の
た
め
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
コ
ミ
セ
ン
職
員
の
人
材
確
保

や
関
連
す
る
給
与
等
の
待
遇
改

善
・
働
き
方
改
革
の
問
題
が
出
ま

し
た
。
抜
本
的
な
改
善
は
法
人
化

と
セ
ッ
ト
で
検
討
し
、
当
面
一
時

金
や
働
き
方
の
改
善
を
図
り
、
職

員
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま

す
。

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．
数
字
や
点
数
で
は
見
え
な
い

学
力
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
人

を
大
切
に
す
る
力
、
自
分
の
考
え

を
持
つ
力
、自
分
を
表
現
す
る
力
、

さ
ら
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
を

教
育
の
柱
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
変
わ
り
目
で
あ
る
学
校
教

育
を
教
育
長
が
先
頭
に
立
ち
改
革

し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
時
代
に

踏
み
出
せ
る
子
ど
も
た
ち
に
育
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
本
年
度
か
ら
の
新
指
導
要
領

の
本
格
実
施
を
受
け
て
、
本
市
で

も
第
五
次
教
育
振
興
計
画
・
後
期

計
画
に
則
り
、
変
化
の
激
し
い
社

会
の
中
に
あ
っ
て
も
、
自
ら
考
え

行
動
で
き
る
「
た
く
ま
し
い
長
井

の
子
ど
も
」の
育
成
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
土
地
改
良
事
業
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
先
進
技
術
の
導
入
と

畑
作
物
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
高
収
益

性
作
物
の
導
入
に
よ
る
反
収
増
を

図
る
た
め
、
農
地
の
集
積
・
集
約

の
推
進
と
並
行
し
、
経
営
規
模
に

見
合
う
先
進
的
な
作
業
機
械
の
導

入
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

チャレンジする力を教育の柱に 利活用が検討される芳文庫ギャラリー
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防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
と
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る

水
害
に
お
け
る
有
効
性
等

を
見
極
め
な
が
ら
検
討

防
災
ラ
ジ
オ
の
全
世
帯
へ
の

普
及
と
市
民
の
防
災
意
識
を

高
め
る
べ
き

消
防
団
に
緊
急
排
水
用

エ
ン
ジ
ン
付
水
中
ポ
ン
プ
の

配
備
を

鈴木　　裕

渡部　秀樹

Ｑ
．
近
年
、
消
防
団
が
水
防
活
動

に
従
事
す
る
機
会
が
多
く
、
台
風

19
号
に
よ
る
豪
雨
の
際
、
私
も
消

防
団
員
と
し
て
消
防
ポ
ン
プ
で
排

水
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
消
防

ポ
ン
プ
は
少
な
い
水
で
効
果
的
に

消
火
作
業
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
で
は
市
民
生
活
を
守
れ
な
い

と
実
際
に
排
水
作
業
を
し
て
痛
感

し
ま
し
た
。
市
民
生
活
を
守
る
た

め
、
消
防
団
に
緊
急
排
水
用
エ
ン

ジ
ン
付
水
中
ポ
ン
プ
の
配
備
を
検

討
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
内
水
被
害
が
発
生
し
た
際
の

排
水
手
段
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
付

水
中
ポ
ン
プ
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
本
市
の
被
害
想
定
等
か

ら
有
効
性
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
豪
雨
災
害
時
に
、
最
上
川
か

ら
の
越
流
や
堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ

た
め
、
堤
防
の
強
化
や
、
洪
水
時

に
橋
脚
の
破
損
の
原
因
と
な
る
不

要
木
の
定
期
的
な
伐
採
、
ま
た
雨

水
貯
留
量
を
増
や
す
た
め
、
定
期

的
な
砂
や
泥
の※

浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
国
や
県
に

要
望
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
置
賜
野
川
な
ど
一
級
河
川
に

つ
い
て
は
、
重
要
事
業
要
望
の
中

で
「
河
川
砂
防
事
業
の
推
進
等
」
と

し
て
要
望
し
て
い
ま
す
。ま
た
、今

年
度
か
ら
「
最
上
川
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
設
立
さ
れ
、

支
障
木
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
運
営

に
対
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
協
力

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

Ａ
．
長
井
市
に
と
っ
て
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
で
あ
り
、
重
要
な
施
設
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
有
識
者
や
経
営

コ
ン
サ
ル
な
ど
か
ら
ご
助
言
を
い

た
だ
き
、
議
会
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
れ

ば
再
生
が
叶
う
か
検
討
し
ま
す
。

情報伝達に有効だった防災ラジオと屋外拡声装置市民生活を守る消防団員

Ｑ
．
台
風
19
号
で
の
避
難
放
送
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
と
屋
外
拡
声
装
置
が

整
備
さ
れ
て
初
め
て
の
運
用
で
、

想
定
ど
お
り
機
能
す
る
か
の
試
金

石
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
．
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
有
効

に
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
防
災
ラ
ジ
オ
の
未
設
置
世
帯

が
多
数
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
の

世
帯
数
は
い
く
つ
で
、
今
後
未
設

置
世
帯
の
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
と
り
ま
す
か
。

Ａ
．
未
設
置
世
帯
は
、現
在
も
お
よ

そ
４
１
０
０
世
帯
あ
り
、
引
き
続

き
市
報
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
中
央
地
区
で
、誘
導
さ
れ
た
避

難
所
が
自
分
の
住
ま
い
よ
り
低
い

長
井
小
や
長
井
高
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
疑
問
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
理
由
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
避
難
所
の
指
定
は
今
後
見
直

し
が
必
要
で
す
が
、
移
動
距
離
や

収
容
人
数
、
居
住
が
体
育
館
の
２

階
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て

の
措
置
で
し
た
。

Ｑ
．
避
難
行
動
に
地
域
の
偏
り
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
市
民
全
体

の
防
災
意
識
を
底
上
げ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
自
主
防
災
の
意
識
の
醸
成
が

必
要
で
、
行
政
、
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
、
消
防
、
警
察
が
一
体
と

な
っ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

Ｑ
．
長
井
駅
西
の
出
入
り
口
が
非

常
に
暗
く
、
利
用
者
や
地
域
住
民

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
も
明
る

い
照
明
の
整
備
が
必
要
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
西
側
住
宅
へ
の
配
慮
や
、
夜

間
開
放
し
て
の
騒
音
等
も
考
慮
し

た
照
明
施
設
で
す
が
、
新
庁
舎
や

新
駅
舎
の
完
成
を
機
に
安
全
性
の

観
点
か
ら
再
検
討
い
た
し
ま
す
。

答　弁

答　弁

一

般

質

問

※浚
しゅん

渫
せつ

：河川などの水底をさらって、土砂などを取り除くこと。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行 ながい市議会だより  〈第128号〉

8



信
頼
関
係
で
行
っ
て
い
た
の
で

す
べ
て
の
検
品
は
難
し
い

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に

よ
り
働
き
方
改
革
を
推
進

非
正
規
商
品
混
入
は

検
品
を
し
な
か
っ
た
市
に

責
任
が
あ
る
の
で
は

本
市
の
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
現
状
は

内谷　邦彦

今泉　春江

Ｑ
．
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
非
正
規

商
品
混
入
は
市
の
検
品
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
検
品

を
し
て
い
れ
ば
混
入
は
事
前
に
防

止
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
物
品
購

入
契
約
書
に
は
、
市
は
立
会
い
の

も
と
検
品
を
し
、
検
品
に
合
格
す

れ
ば
所
有
権
が
市
に
移
転
す
る
と

な
っ
て
お
り
、
事
実
そ
の
商
品
は

検
品
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
合
格
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
契
約
違
反
と
な

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
ａ
Ｌ
ｋ
ｕ
佐
藤
代
表
に
直
接

聞
き
取
り
し
な
い
と
原
因
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
市
で
は
物
品
購
入
契

Ｑ
．
教
職
員
の
正
確
な
出
退
勤
時

間
の
把
握
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

出
勤
簿
に
押
印
す
る
、
時
間
は
申

請
す
る
、
な
ど
個
人
で
操
作
で
き

る
方
法
で
は
な
く
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
等
を
利
用
し
、
正
確
な
時
間
の

管
理
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

Ａ
．
市
内
の
各
学
校
で
は
、
校
務

支
援
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
、電

源
の
入
・
切
を
も
と
に
し
た
、
個

人
申
告
以
外
の
外
形
的
な
勤
務
時

間
管
理
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
年
度
新
規
採
用
に
な
っ
た

約
書
は
多
岐
に
あ
り
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
は
１
万
個
、
コ
ピ
ー

用
紙
Ａ
４
は
２
７
５
万
枚
、Ｂ
４
、

Ｂ
５
等
々
あ
り
、
封
筒
は
箱
に
入

っ
て
い
ま
す
。
敬
老
祝
い
の
湯
飲

み
は
３
１
３
個
納
入
い
た
だ
い
て

お
り
、
こ
れ
ら
全
て
を
検
品
す
る

の
は
困
難
で
す
。
本
件
は
見
比
べ

て
も
本
当
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い

し
、
信
頼
関
係
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
本
件
の
検
品
を
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
と

比
較
す
る
こ
と
は
話
の
拡
大
で
す
。

全
部
で
は
な
く
て
も
一
つ
を
検
品

し
て
い
れ
ば
未
然
に
防
げ
た
は
ず

で
す
。
故
意
に
取
り
違
え
た
佐
藤

代
表
に
原
因
は
あ
り
ま
す
が
、
検

品
が
不
十
分
な
市
に
責
任
は
あ
り
、

市
は
反
省
し
契
約
に
基
づ
き
再
発

防
止
に
努
め
る
べ
き
で
す
。

Ａ
．
信
頼
関
係
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
結
果
的
に
違
う
も
の
で
し
た
。

市
に
責
任
を
求
め
ら
れ
た
ら
検
品

専
門
の
職
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
教
員
の
働
き
方
を
改
悪
す
る

変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
は
す
べ

き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
．
こ
れ
に
よ
り
繁
忙
期
に
過
重

な
負
担
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

り
、
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

教
職
員
で
、
ク
ラ
ス
担
任
と
な
っ

た
教
員
は
何
人
で
す
か
。
通
常
、

新
人
研
修
が
あ
り
、
半
年
間
は
見

習
い
と
し
て
指
導
を
受
け
る
と
思

い
ま
す
が
、
即
担
任
を
持
ち
、
ク

ラ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
誰
が
確
認
し
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
新
採
で
担
任
を
持
つ
教
員
は
、

小
学
校
４
人
、中
学
校
１
人
で
す
。

初
任
者
に
は
拠
点
校
指
導
教
員
や
、

各
学
校
の
校
長
・
教
頭
・
校
内
指
導

教
員
が
、
授
業
や
学
級
経
営
に
つ

い
て
確
認
、
指
導
し
年
間
を
と
お

し
て
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
本
市
の
教
育
は
教
育
長
の
考

え
方
で
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
英

語
教
育
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
英
語
を
第
二
公
用
語

と
し
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を

育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

Ａ
．
本
市
で
は
全
小
・
中
学
校
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
英
会
話
や
、
英
検
３
級
以
上
の

取
得
へ
の
補
助
を
行
う
等
の
施
策

を
と
お
し
て
、「
会
話
が
で
き
る
」

英
語
力
を
身
に
着
け
、
世
界
で
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
み
ま
す
。

Ｉ
※

Ｔを活用した英語教育 契約上と異なるスプーン

答　弁

答　弁

正規品　　　　⇒　　　　非正規品

※ＩＴ：Information Technology の略。パソコンやスマートフォンなどの情報技術の総称。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行〈第128号〉  ながい市議会だより
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有
給
休
暇
の
所
得
日
数
は

平
均
10
・
７
日

役
割
分
担
し
な
が
ら
時
勢

に
合
わ
せ
事
業
を
行
う

職
員
の
有
給
休
暇

取
得
実
態
は

東
京
事
務
所
の
顧
問
採
用
や

業
務
の
見
直
し
が
急
務
で
は

蒲生　光男

小関　秀一

Ｑ
．
マ
ザ
ー
ズ
バ
ッ
グ
贈
呈
事
業

が
、
平
成
30
年
度
の
成
果
報
告
書

に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
再

度
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
．
９
月
議
会
で
の
答
弁
の
と
お

り
、
予
算
の
縮
小
や
事
業
名
の
問

題
が
あ
っ
た
た
め
、
検
討
し
た
結

果
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

主
要
事
業
と
し
て
次
年
度
は
掲
載

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
市
営
バ
ス
は
、
現
運
行
方
式

か
ら
５
年
。
現
在
の
収
支
を
お
聞

き
し
ま
す
。
ま
た
、
デ

※

マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
検
討
を
望
み
ま
す
。

Ａ
．
平
成
30
年
度
の
支
出
は
約
２

８
０
０
万
円
で
、
料
金
収
入
は
約

２
２
０
万
円
で
す
。
ご
提
案
の
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
研
究
し
、

現
在
の
定
時
路
線
バ
ス
と
組
み
合

わ
せ
た
運
行
方
法
も
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
東
京
事
務
所
は
、
地
場
産
で

４
年
、
市
の
事
務
所
と
し
て
５
年

が
経
過
。
人
口
72
万
人
の
大
田
区

と
物
的
・
人
的
交
流
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
が
、
企
業
間
で
の
取
引

の
業
績
や
、
具
体
的
な
成
果
等
の

検
証
が
必
要
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

11
月
開
催
の
区
内
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
の
「
山
形
フ
ェ
ア
」
で
の
地
場

産
品
の
安
価
設
定
に
は
、
地
元
出

身
者
、
生
産
農
家
な
ど
か
ら
も
ブ

ラ
ン
ド
低
下
と
の
批
判
が
あ
り
ま

す
。
当
事
務
所
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
で
も
な
く
、
条
例
を
改
正
し

顧
問
を
採
用
し
ま
し
た
。
今
後
の

東
京
事
務
所
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
平
成
21
年
設
置
の
地
場
産
東

京
事
務
所
は
、
特
に
産
業
分
野
で

の
活
用
を
、
26
年
開
設
の
市
東
京

事
務
所
は
、
大
田
区
や
首
都
圏
と

の
連
携
強
化
等
を
目
的
と
し
て
お

り
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
時
勢
に

合
わ
せ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災害時に頼れる給水車の配備を長井市東京事務所

Ｑ
．
昨
年
、
通
常
国
会
で
働
き
方

改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
中
の
有
給
の
扱
い
に
お
い
て
、

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
有
給
休

暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
、

５
日
に
つ
い
て
は
、※

時じ

季き

指
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
職
員
に
あ
っ
て
も
、
今
回

の
改
正
内
容
を
踏
ま
え
、
働
き
や

す
い
職
場
を
つ
く
り
最
高
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

配
慮
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
①
有

給
休
暇
の
取
得
が
少
な
い
職
場
、

多
い
職
場
、
平
均
は
何
日
か
②
振

替
休
暇
は
完
全
消
化
さ
れ
て
い
る

か
③
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
施
策
と
し
て
、
自
己
啓
発

の
勧
め
を
奨
励
す
る
策
を
考
慮
し

た
ら
ど
う
か
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
①
少
な
い
職
場
で
３
・
８
日
、

多
い
職
場
で
14
・
３
日
、
平
均
は

10
・
７
日
で
す
②
振
替
休
暇
は
完

全
に
消
化
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実

情
で
す
③
個
人
的
な
資
格
の
取
得

に
対
す
る
手
当
な
ど
は
難
し
い
で

す
が
、
職
務
に
必
要
な
専
門
的
な

知
識
な
ど
を
取
得
す
る
た
め
の
研

修
は
受
講
さ
せ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
本
市

に
は
給
水
車
が
な
く
、
タ
ン
ク
が

２
基
あ
る
だ
け
で
す
。
万
が
一
の

備
え
と
し
て
給
水
車
を
備
え
る
べ

き
と
思
い
ま
す
。
規
格
や
価
格
も

含
め
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

Ａ
．
加
圧
ポ
ン
プ
付
き
の
給
水
車

の
価
格
は
、
４
ト
ン
車
で
１
５
０

０
万
円
か
ら
１
６
０
０
万
円
だ
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
現
在
保
有

す
る
２
基
の
給
水
タ
ン
ク
に
加
え
、

新
た
に
４
ト
ン
の
給
水
車
２
台
ほ

ど
を
計
画
的
に
購
入
し
て
、
万
が

一
の
時
の
た
め
に
備
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答　弁

答　弁

一

般

質

問

※時
じ

季
き

：季節、シーズンのこと。
※デマンドタクシー：自宅や指定場所から目的地まで乗合で送迎するタクシーのこと。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行 ながい市議会だより  〈第128号〉
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※ＱＲコード：スマホなどの端末を使って読み取ることで情報を得られる２次元コード。

観光交流センター　道の駅「川のみなと長井」

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行〈第128号〉  ながい市議会だより

公立置賜長井病院完成予想図

地
盤
の
か
さ
上
げ
、
防
水
板

設
置
に
よ
り
十
分
対
応
可
能

長
井
病
院
の

浸
水
対
策
は
万
全
に

赤間　𣳾広

Ｑ
． 

長
井
病
院
の
建
設
予
定
地
が
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
１
・
６
ｍ
の
浸

水
想
定
区
域
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

万
全
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

基
本
的
に
や
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ

と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
そ
の
場
所

に
ど
う
し
て
も
建
設
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
覚
悟
と
万
全

の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ａ
．
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
が
実

施
主
体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て

お
り
、
敷
地
内
の
外
構
や
一
階
フ

ロ
ア
の
レ
ベ
ル
を
検
討
し
、
盛
り

土
、
建
物
基
礎
等
に
よ
る
か
さ
上

げ
、
防
水
板
設
置
に
よ
り
浸
水
対

応
高
を
１
・
７
ｍ
と
す
る
設
計
と
聞

い
て
い
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
浸
水

に
十
分
対
応
で
き
る
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
の
た
び
の
自
然
災
害
を
目

の
当
た
り
し
て
、
野
川
左
岸
無
堤

防
地
帯
の
現
状
を
見
る
に
つ
け
、

こ
と
は
緊
急
を
要
し
ま
す
。
早
急

に
築
堤
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
近

年
河
川
敷
に
樹
木
が
繁は

ん

茂も

し
川
の

流
れ
が
変
わ
り
、
土
砂
が
堆
積
し

て
い
ま
す
。
堤
防
を
か
さ
上
げ
し
、

補
強
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

河
床
を
下
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

河
川
敷
に
あ
る
支
障
木
の
撤
去
に

つ
い
て
、
併
せ
て
早
急
に
再
度
強

く
県
・
国
へ
要
望
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。
市
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

Ａ
．
置
賜
野
川
左
岸
の
築
堤
工
事

の
早
期
着
工
及
び
、
同
河
川
や
置

賜
白
川
な
ど
一
級
河
川
の
河
川
砂

防
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
重

要
事
業
要
望
に
も
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
特
に
置
賜
野
川
左
岸
は
、

全
域
的
に
50
㎝
未
満
の
浸
水
箇
所

が
あ
り
、
整
備
が
優
先
さ
れ
ま
す

が
、
適
切
な
避
難
誘
導
体
制
の
構

築
も
考
え
て
い
き
ま
す
。
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答　弁
一

般

質

問

内
谷
邦
彦
委
員　

令
和
２
年
度
か

ら
４
年
度
ま
で
、
年
間
の
指
定
管

理
料
が
各
３
５
０
０
万
円
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
道
の
駅
は
最
終

目
的
で
は
な
い
と
し
た
場
合
、
市

内
の
飲
食
店
ま
で
の
道
順
や
徒
歩

何
分
か
、ま
た
、お
す
す
め
商
品
な

ど
、
一
目
で
わ
か
る
よ
う
な
看
板

を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

産
業
参
事　

飲
食
店
紹
介
ツ
ー
ル

と
し
て
、
ま
る
得
ク
ー
ポ
ン
、
麺

本
、
菓
子
本
な
ど
の
販
売
、
ま
た
、

案
内
窓
口
で
の
案
内
地
図
の
配
布

を
行
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

委
員　

今
の
観
光
客
の
行
動
パ
タ

ー
ン
と
し
て
、
看
板
が
あ
れ
ば
比

較
が
で
き
、
気
に
入
れ
ば
携
帯
で

写
真
を
撮
っ
て
行
動
し
、
わ
ざ
わ

ざ
案
内
所
ま
で
行
く
と
は
考
え
に

く
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

産
業
参
事　

た
と
え
ば
、
Ｑ

※

Ｒ
コ

ー
ド
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
み
、

長
井
市
の
経
済
活
動
を
推
進
す
る

拠
点
と
な
る
よ
う
に
、
常
に
検
証

し
提
言
し
て
い
く
事
業
と
考
え
て

い
ま
す
。

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
料
は
妥
当
か

予

算
特

別

委

員

会

総

括

質

疑



平野コミュニティセンター

～さらなる市民参加と開かれた議会を目指して～　

第8回市民と市議会との意見交換会

　11月5日から7日に第8回市民と市議会との意見交換会を開催しました。

　市議会では議会の活性化と情報公開に向けて活動しております。このたびの意見交換会でも9

月定例会の審議内容を中心に、議会で考えている課題などについて説明や報告をさせていただき

ました。市民の皆さんからは、暮らしの課題や要望、ご意見を数多くいただき感謝申し上げます。

１．開　催　状　況

2.　意見・要望等（概要）

対象地区 会　場 開催日 班 参加人数

致 芳 地 区 致芳コミュニティセンター 11 月 5 日（火） 1 班 12 人

平 野 地 区 平野コミュニティセンター 11 月 5 日（火） 2 班 16 人

中 央 地 区 中央コミュニティセンター 11 月 6 日（水） 3 班 14 人

豊 田 地 区 豊田コミュニティセンター 11 月 6 日（水） 2 班 11 人

西 根 地 区 西根コミュニティセンター 11 月 7 日（木） 1 班 13 人

伊佐沢地区 伊佐沢コミュニティセンター 11 月 7 日（木） 3 班 10 人
◎は班代表者。議長（平　進介）

　は全ての班を統括する。

意見・提言・要望・質問等 回　　答

　意見交換会にもっと多くの人が参
加するような工夫をするべき

　自治公民館や各団体を対象とした分野別の意見交換会や、意見交
換会の希望を募ってみるなど、今後は具体的にやり方を検討してい
きます。

　災害時の議員の行動等はどうなっ
ているのか

　災害時の議員の行動については、今後マニュアルの作成も含め、
議会運営委員会を中心に取り組みを進めていきます。

　意見交換会で出た話は、項目だけ
でもすべて市議会だよりに掲載して
ほしい。ホームページも見にくい

　非常に大切なことだと思います。予算の関係もあるため、今後検
討していきます。

　学校給食共同調理場整備が15年契
約というのはどういうことか

　少しでも整備経費を削減するため、設計、建設工事、調理などの
運営、搬送、設備メンテナンスを行う共同企業体に施設運営経費を
15年間で平準化して支払うものです。建設工事費は施設完成時に支
払います。

　なぜ、長井病院を現在地に建てる
のか。浸水は大丈夫なのか疑問に思
う

　多くの公共施設整備が進む本市の財政面を考慮し、市有地である
現在地への建設となっています。浸水については、垂直避難も含め
対応を検討しています。再度、特別委員会でも調査、研究を進めて
いきます。

班 担当議員

1

班

◎今泉春江、小関秀一、
　鈴木富美子、竹田陽一、
　鈴木一則

2

班

◎梅津善之、赤間𣳾広、
　内谷邦彦、金子豊美、
　鈴木　裕

3

班

◎蒲生光男、渡部秀樹、
　浅野敏明、渡部正之、
　勝見英一朗

ご質問、ご意見にこたえます

致芳コミュニティセンター

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行 ながい市議会だより  〈第128号〉
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意見・提言・要望・質問等 回　　答

　避難場所は適正な場所になってい
るのか。自主防災組織をつくったが
どうすべきか連絡がなかった。防災
ラジオ屋外拡声装置の音が雨の音な
どで聞こえない場所がある。ハザー
ドマップはどうなっているのか

　避難場所は、災害の内容により場所が変わる時もあります。自主
防災組織の動きや避難場所については、市民の方にとってよりわか
りやすいものになるよう、また、屋外拡声装置については、確認、
調査、調整するよう、当局に伝えます。ハザードマップについては、
土砂災害、洪水を合わせたものについて当局で策定作業を行ってい
ます。なお、備蓄については、一日あたり3,000人分の備蓄をしてい
ます。

　旧長井小学校第一校舎は若い人の
利用が多いが、駐車場やスロープが
無く高齢者は大変だ。もっと利用し
やすい施設にすべきではないか

　駐車場については前々から議論されてきましたが、市役所本庁舎、
第２庁舎も含めてこれから検討していきます。入口については９月
議会において、手すり、スロープ等の予算が可決されています。今
後も利用しやすい施設になるよう検討していきます。

　避難所になっている自治公民館に
エアコンが設置されていない。補助
率のアップについて、市当局への働
きかけをお願いしたい

　今年度から自治公民館の整備に対する補助率が30％から50％に上
がりました。現状より進んだということでご理解をいただきたいと
思います。避難場所、避難所のエアコン整備には引き続きしっかり
取り組んで参ります。

　新庁舎のホールで、菊地隆知先生
の作品を展示すれば、重要文化的景
観のＰＲになるのではないか

　菊地隆知先生の作品は議長室にも飾られていますし、駅シリーズ
もあります。当局に伝えていきます。

　ミニデイで借りられるマイクロバ
スの運行距離が短いので、もう少し
遠くまで行けるようにしてほしい

　福祉バス運行管理要綱では、使用時間が午前８時30分から午後５
時00分までの範囲内であれば、県内外を問わず運行ができます。（冬
期間は県内のみ）なお、マイクロバスのみの貸出はできません。県
外への運行の際は事前に社会福祉協議会とご相談ください。

　急病で置賜総合病院に直接行く
と、１次診療の紹介状がないため自
己負担が5,000円かかり負担が大き
い。長井西置賜休日診療所にお盆休
み中や24時間の対応をしてほしい

　休日診療所は休日、年末年始に診療を行なっていますが、ご要望
の夜間などの緊急時対応については医師会の協力が不可欠ですので、
検討が必要です。

　田園地帯の一軒家に向かう除雪は
費用がかかる。将来の事を考え幹線
道路沿いに建てると住宅補助金を出
すなどの条例をつくるのはどうか

　今後の人口減少を考えれば除雪費は少ない方が良いと思いますが、
居住権という権利があり、その権利を侵害することはできません。
どこに居住しようとも同様の市民サービスを受ける権利があります。

　あやめ公園がみすぼらしい、有料
の価値があるのか。今は以前と違い
一部しかきれいに咲いていない。高
台も雑草が生え公園管理がされてい
ない

　今年の花は良かったと聞いていますが、期間が短かったようです。
今までは予算も十分でなかったことから盛土が足りなかったことが
原因だったようです。昨年から検討委員会を立ち上げ検討がなされ
ているようですが、年中使える公園となるよう期待しています。

　長井に来た時にこれを食べれば良
いというようなグルメを検討してほ
しい

　新たなグルメをつくることよりも、馬肉ラーメン、美味しい蕎麦、
こんにゃく、丸茄子の漬物など、地元の人が常に愛着を持って食べ
ている食をほかの地域から来たお客様に勧めることが大切です。

豊田コミュニティセンター中央コミュニティセンター

※いただいた意見等を要約して掲載しておりますが、上記以外の意見・提言・要望・質問等は 14 ページ

に項目ごとまとめて掲載しております。また、長井市議会ホームページでも詳細をご覧いただけます。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行〈第128号〉  ながい市議会だより
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第８回　市民と市議会との意見交換会 意見・提言・要望・質問等の概要一覧

伊佐沢コミュニティセンター西根コミュニティセンター

◆意見交換会について

・報酬の有無と開催する意味の有無（致）

・若い人や女性が参加できる方法はないか（平）

・若い人や若い議員の考えを聞きたい（平）

・決算は前年度の数値も載せた方が分かりやすい（伊）

・一般質問のための聴取の場にしてほしい（伊）

◆議会改革について

・議員の成り手不足についてどう思うか（平）

・議場で答弁のない課長は課の仕事をすべき（中）

・議場に参事がいれば課長は課の仕事をすべき（中）

◆議会運営について

・本会議でもプロジェクターを使った方が良い（致）

・議員は率先してまちづくりの先頭に立つべき（致）

・補助金はあっても市債は増えている。議員は財政面

　のチェックをしっかりしてほしい（平）

・一般質問は偏りをなくし、もっと広くすべき（豊）

・一般質問はもっと政策的なことを聞くべき（伊）

・ＨＰに人事案件の詳細が掲載されていない（伊）

◆財政について

・大型事業について議会の理解は得ているのか（西）

◆決算について

・一般会計は前年比で何が高くなっているのか（豊）

◆広域行政について

・広域市町のありかたについて議会でも検討を（伊）

◆公共施設整備について

・グンゼの体育館解体は公共複合施設のためか（中）

・長井駅は新市庁舎に合築だが経費負担は（致）

・新市庁舎の住民説明会で理解と意見の有無は（西）

・学習プラザ、ふらりなどの雨漏り等の修繕は（西）

・公共施設整備事業は予算内で完了するのか（豊）

・公共施設を一気に整備すると一気に更新時期が来る。

　管理運営する職員の教育をしっかりすべき（伊）

・新市庁舎建設後の現庁舎の用途は（伊）

・学校給食共同調理場の建設は、人口減により児童生

　徒が激減する中でどのように考えているのか（中）

・学校給食共同調理場整備はどこに決定したのか（致）

・Ｐ
※

ＦＩ方式のデメリットはないのか（致）

・学校給食共同調理場はどこが運営するのか（伊）

・公立置賜長井病院の改築の経費負担割合は（豊）

・公共施設の維持管理経費を開示してほしい（伊）

◆コミュニティセンターについて

・職員がなぜ辞めるのか議員は把握しているのか（豊）

・運営協議会会長と事務局長の館長が同一人物ではチェ

　ック機能が発揮できないと思うが（豊）

・館長が常勤となると負担が大きく、お願いできる人

　を探すのが困難になるのでは（豊）

◆長井小学校第一校舎について

・現在プレオープンしているが施設運営経費は（豊）

・ギャラリーの展示場所として１室条件整備を（平）

◆自治公民館について

・エアコンや洋式トイレ等改修の予算措置を（伊）

◆学校給食共同調理場について

・使い勝手の良い新しいお盆を整備してほしい（平）

◆道照寺平スキー場について

・スキー場ナイター設備設置の早期財源確保を（平）

・官民双方にとって悔いのない用地交渉を（平）

◆育児用品贈呈事業について

・ＮＰＯの不正発覚後、事業はどうなっているのか（豊）

・議会でも対応してほしい。市の謝罪がない（伊）

◆コンビニ交付について

・どのくらい住民票を窓口で交付しているのか（伊）

◆生活環境について

・野良猫の取扱いについて方針を決めてほしい（中）

◆空き家について

・所有する空き家は壊すのには惜しいので台風などの

　被災者のために役立ててほしい（平）

◆道路整備について

・中央地区地区長会として県道の消雪を要望して良い

　のか、新市庁舎建設後の車や人の流れの予測は（中）

・あやめ公園通りの街路樹が育ち街灯が見えない（西）

・中央地区だけでなく周辺５地区も整備を（豊）

◆河川整備について

・野川沿いの繁
はん

茂
も

する支障木の処理の進捗は（中）

◆支障木について

・あかしあ橋周辺の支障木は野鳥の生息地で伐採でき

　ないが、幼木のうちに伐採できないか（致）

◆川のみなと長井について

・当初の目標に対し売上等は上回っているのか（中）

・入場者は上回っているが、採算的にはどうか（西）

・まちなかへの誘導についての対策は（伊）

・目玉商品がない。食堂は高いので改善を。高齢者が

　バスで簡単に集まれる場所に（平）

◆遊覧船について

・借りて運行している水陸両用バスや屋形船の売上は

　あるが経費も大きい。もっと地元を活用すべき（西）

◆（一財）置賜地場産業振興センターについて

・タスに対する市からの負担はどのくらいか（豊）

◆黒獅子まつりについて

・黒獅子まつりの出演料が１社10万円程では後継者育

　成が大変な時期なので苦しい。獅子舞を観光資源と

　するのであれば考慮してほしい（豊）

※ＰＦＩ：公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営・技術的能力を活用して行う手法。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行 ながい市議会だより  〈第128号〉
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市政の発展や行政の適正な運営のため、特徴のある事例を学ぶことを目的とし、

各常任委員会が先進地を視察しました。

常任委員会行政視察報告

※ＩＣＴ：Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。通信技術を利用した産業やサービスの総称。
※Edtech（エドテック）：教育とテクノロジーを組み合わせた造語。教育環境をテクノロジーによって進化させること。

令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行〈第128号〉  ながい市議会だより
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高
梁
市
で
は
、
住
宅
確
保
策
、

子
育
て
支
援
に
重
点
を
置
き
、
定

住
施
策
で
は
住
宅
新
築
、
リ
フ
ォ

ー
ム
空
き
家
活
用
の
助
成
、ま
た
、

新
婚
世
帯
家
賃
助
成
と
Ｉ
・
Ｕ
タ

ー
ン
者
に
引
っ
越
し
費
用
の
応
援
、

移
住
支
援
策
で
は
、
専
任
の
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
、
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
者
へ
の
紹
介
、

就
農
希
望
者
へ
は
相
談
会
の
実
施

や
新
規
就
農
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
移
住
者
を
地

域
ぐ
る
み
で
受
け
入
れ
る
体
制
も

整
備
さ
れ
、
不
安
な
く
移
住
が
で

き
る
施
策
に
よ
り
都
市
部
か
ら
若

者
が
次
々
に
移
住
し
て
く
る
魅
力

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

玉
野
市
で
は
、
既
存
の
市
営
バ

ス
運
行
を
見
直
し
た
新
た
な
地
域

公
共
交
通
方
式
と
国
交
省
の
「
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の

実
証
実
験
を
活
用
し
た
運
行
の
実

情
と
成
果
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
拠
点
間
を
結
び
、
通
勤

通
学
、
買
物
、
病
院
等
の
日
常
生

活
の
移
動
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
。
高
齢
者
等
の
買
い
物
、
通
院

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

令
和
元
年
10
月
16
日
〜
18
日

岡
山
県
高た

か

梁は
し

市
、
玉
野
市

等
地
域
内
や
近
隣
へ
の
利
用
と
バ

ス
路
線
に
接
続
す
る
支
線
と
し
て
、

予
約
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
利
便
性
と
満
足
度
の

確
保
、
効
率
性
も
重
視
し
た
方
式

に
加
え
「
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
る
運
行
情
報
が
提

供
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
が
図
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
長
井
市

営
バ
ス
運
行
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
日
間
に
わ
た
り
茨
城
県
つ
く

ば
市
、
美
浦
村
、
守
谷
市
の
各
教

育
委
員
会
と
土
浦
市
の
複
合
施
設

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

つ
く
ば
市
は
「
教
育
日
本
一
を

目
指
し
て
」
を
掲
げ
、
中
学
校
区

ご
と
に
小
学
校
と
中
学
校
の
教
育

課
程
を
連
結
し
た
小
中
一
貫
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
効
果
が

求
め
ら
れ
る
今
日
、
小
中
一
貫
教

育
は
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
お
け
る「
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科
」

で
の
学
校
と
地
域
の
連
携
は
本
市

で
も
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

美
浦
村
は
、
村
の
活
力
は
「
社

会
力
」
に
あ
る
と
考
え
、「
０
歳
か

ら
90
歳
ま
で
の
社
会
力
育
て
」
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
ノ
ー

テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
」
運
動
は
、

運
動
当
初
は
反
発
が
あ
り
ま
し
た

が
、
粘
り
強
く
保
護
者
に
働
き
か

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
は
村
に

定
着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
明
確
な
理
念
で
ぶ
れ
る
こ
と

な
く
取
り
組
む
重
要
性
を
認
識
し

ま
し
た
。

文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

令
和
元
年
10
月
23
日
〜
25
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
、
美み

浦ほ

村
、
守
谷
市

　

守
谷
市
は
本
市
と
同
じ
よ
う
に

「
子
育
て
王
国
も
り
や
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。「
学
校
教
育
改
革
プ
ラ
ン
」

に
お
け
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
」、
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
を
充
実
さ
せ
た
「
守

谷
型
Ｅ

※

ｄ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」
や
電
子
図

書
館
な
ど
は
先
駆
的
な
実
践
例
と

し
て
学
ぶ
点
が
多
く
、
ア
ル
カ
ス

土
浦
は
市
立
図
書
館
と
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
合
築
で
、
豊
富
な
閲
覧

ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
な
ど
は
参
考

と
な
る
構
成
で
し
た
。



令 和 2 年 2 月 １ 日 発 行 ながい市議会だより  〈第128号〉

◎請願の提出期限は、２月12日（水）の予定です。

◎正式な日程や質問内容などを、市議会のホームペー

　ジでお知らせしています。

長井市議会ホームページ 長井市議会 検索

この議会だよりは、議員の自主編集により発行しています。

40年の歴史に幕“関東致芳会解散総会”

　11月９日に第40回関東致芳会総会が開催され

ました。最後の総会には会員をはじめ、来賓、

交流実行委員会委員や今回のメインとなる森の

津島神社獅子連並びに関係者、花笠踊り隊のメ

ンバーも上京し、総勢130名を超える参加者で

交流を深めました。郷土物産の販売や試食も行

われ、花笠踊りや笛、太鼓の音に合わせ勇壮に

舞う黒獅子舞に感動し、懐かしさとふるさとへ

の想いを胸に40年の歴史に幕を閉じました。今

後はふるさと長井会の会員に加わる方々もお

り、新たな交流の場がスタートしました。

な
が
い
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

　

昨
年
は
台
風
の
連
続
上
陸
に
よ
り
多
く
の

河
川
が
決
壊
・
越
水
す
る
な
ど
風
水
害
の
恐

ろ
し
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
で
は
、
15
名
が
一
般
質
問
を
行

い
、
う
ち
８
名
が
災
害
に
関
す
る
質
問
を
し

て
本
市
の
災
害
対
策
の
再
確
認
と
見
直
し
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、

本
市
も
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
盛
り
上
が
る
一
年
に
な
る
の
で
は
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｗ
）

渡部正之　鈴木一則　〇鈴木富美子　鈴木裕　金子豊美   

　　　　　　　　　　◎渡部秀樹

（◎委員長　○副委員長）

髙た
か

　
橋は

し

　
律り

つ

　
子こ  
　

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
日
町
）
再
任

鈴す
ず

　
木き

　
和か

ず

　
夫お 
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
時　

庭
）
再
任

村む
ら

　
上か

み

　
宜よ

し

　
法の

り

　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
寺　

泉
）
再
任

牛う
し

　
澤ざ

わ

　
敏と

し

　
宏ひ

ろ

　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
横　

町
）
新
任

平ひ
ら

　
田た

　
幸こ

う

　
一い

ち

　
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　

（
上
伊
佐
沢
）
再
任

青あ
お

木き

與よ

惣そ

右う

エえ

門も
ん 

　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
平　

山
）
再
任

渡わ
た

　
部な

べ

　
政ま

さ

　
明あ

き

　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
川
）
再
任

木き

　
村む

ら

　
道み

ち

　
子こ

　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
草　

岡
）
再
任

◎
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

補
充
員
を
選
任
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